









経済協力開発機構（Organization for Economic 
Co-operation and Development : OECD）に
よって，加盟諸国の学力調査比較「生徒の学習到





























































































































































（BICS : Basic Interpersonal Communicative 
Skills）と学習言語能力（CALP : Cognitive/






















































































































1961年 ％ 1971年 ％ 1981年 ％
１ ウクライナ語 8.30 ウクライナ語 6.26 ウクライナ語 4.78
２ ドイツ語 7.00 ドイツ語 5.29 ドイツ語 3.60
３ オランダ語 2.32 イタリア語 1.36 中国語 1.97
４ ポーランド語 1.56 オランダ語 1.31 イタリア語 1.04
５ スカンジナビア語 1.41 ポーランド語 1.10 オランダ語 1.01
６ イタリア語 1.06 中国語・日本語 0.91 インド・パキスタン語 0.94
７ ハンガリー語 0.49 スカンジナビア語 0.76 ポーランド語 0.86
８ 中国語 0.47 先住民語 0.37 ポルトガル語 0.52
９ 先住民語 0.27 ハンガリー語 0.37 スペイン語 0.50
10 スロバギア語 0.26 クロアチア語 0.35 スカンジナビア語 0.44
1991年 ％ 2001年 ％ 2011年 ％
１ 中国語 2.84 中国語 2.07 フィリピン語 2.49
２ ドイツ語 2.44 ドイツ語 2.03 中国語 2.32
３ ウクライナ語 2.35 ウクライナ語 1.95 パンジャビ語 2.30
４ ポーランド語 1.09 広東語 1.19 広東語 1.65
５ スペイン語 0.71 ポーランド語 1.05 スペイン語 1.61
６ オランダ語 0.69 パンジャビ語 0.95 アラビア語 1.39
７ イタリア語 0.67 フィリピン語 0.85 ドイツ語 1.33
８ ベトナム語 0.57 スペイン語 0.82 ウクライナ語 1.28
９ パンジャビ語 0.56 ベトナム語 0.76 ポーランド語 1.01































































































































中学校 Ｄ中学校 Ｊ中学校 中学校の合計
人数 15名 24名 39名
小学校 Ｇ小学校 Ｇ小学校の合計
保護者（１〜４年生） 児童（５・６年生） （保護者・児童）

















































































家庭では母語を子どもに教えているか／親に習っているか 全体（名） 低学年（名）（₁ 〜 ₃ 年）
高学年（名）
（₄ 〜 ₆ 年）
教えている／習っている 16 11 05
教えていない／習っていない 08 01 07
子どもは母語と英語とではどちらが理解しやすいか
母語 15 05 10
英語 06 04 02
同じくらい 03 03 00
英語と母語とではどちらの勉強をより強く，子どもに勧めるか／親に勧められるか
母語 11 05 06










































会話 04 １ ３
言葉の読み 04 ２ ２
言葉の書き（語彙，綴り） 06 ２ ４
難しい言葉の理解 13 ５ ８
長文の理解 05 ２ ３
作文・日記などの文章表現 09 ３ ６
他 04 ２ ２
無回答 05 １ ４
児童が英語を使って家庭で学習する時に困っていること，または親が教える時に
困っていること
特に問題ない 14 6 8
言葉に関すること 09 6 3
その他 01 1 0
家庭における学習のサポート
読み・書きや文法など言葉に関すること 08 4 4
読書の奨励や勉強を促す言葉がけ　 08 0 8
宿題を一緒にやる 05 4 1
算数のトレーニング 01 1 0

















































１年 　2 　4 　6
２年 　9 　9 18
３年 　4 11 15
合計 15 24 39
表９　滞在年数
期間 Ｄ中（名） Ｊ中（名） 合計（名）
１年未満 　7 　1 　8
１〜２年未満 　3 16 19
２〜３年未満 　2 　6 　8
３年以上 　3 　1 　4
合計 15 24 39
表₁₀　母語別人数と子どもの家庭での使用言語
言語 Ｄ中（名）Ｊ中（名） 合計（名）
ソマリア語 　0 10 10
アラビア語 　0 　8 　8
中国語 　3 　1 　4
韓国語 　2 　1 　3
スペイン語 　1 　1 　2
ネパール語 　2 　0 　2
タガログ語 　2 　0 　2
ソマリア語とエリトリカ語 　0 　2 　2
フィリピノ語 　2 　0 　2
英語 　0 　1 　1
ビザヤ語 　1 　0 　1
パンジャビ語 　1 　0 　1
ペルシャ語 　1 　0 　1
























































家庭では母語を親に習っているか 全体（名） Ｄ中学校（名） Ｊ中学校（名）
習っている 26  7 19
習っていない 11  6  5
無回答  2  2  0
母語と英語とではどちらが理解しやすいか
母語 30 12 18
英語  5  3  2
同じくらい  1  0  1
無回答  3  0  3
英語と母語とではどちらの勉強をより強く，親に勧められるか
母語 18 09 09
英語 21 06 15
表12　③英語学習について
学校での困難な学習課題（複数選択のため数字はポイント制とした） 全体（名） Ｄ中学校（名） Ｊ中学校（名）
会話 10 　4 　6
言葉の読み 13 　4 　9
言葉の書き（語彙，綴り） 11 　4 　7
難しい言葉の理解 21 10 11
長文の理解 13 　4 　9
作文・日記などの文章表現 15 　6 　9
他 17 　4 13















































英語を使って家庭で学習する時に困っていること 全体（名） Ｄ中学校（名） Ｊ中学校（名）
特に問題ない 17  8 9
言葉に関すること 12  5 7
その他 02  2 0
家庭における学習のサポート
読み・書きや文法など言葉に関すること 14 12 2
学校で勉強したことを話す，放課後教室への送迎など日常生活に関すること 09  0 9
宿題の確認や勉強を促す言葉がけ 07  0 7
数学の宿題 03  1 2
特になし 05  2 3
その他  1  0 1
表13　各学校教員の調査対象人数
中学校 Ｄ中学校 Ｊ中学校 中学校の合計
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